
ICT活用とSCMシステム構築の取組み
〜スマート林業の実装に向けて〜

北信州森林組合
堀澤正彦

資料３

未来投資会議 構造改革徹底推進会合「地域経済・インフラ」会合（農林水産業）（第９回）
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北信州森林組合の概要

Ｈ20から林産を主軸事業に転換

木材生産量が５年で４倍

北信州森林組合の管轄エリア

地獄谷野猿公苑（スノーモンキー）、野
沢温泉、志賀高原などが管内のメジャー
スポット

直江津港から内航・輸出の出荷

 長野県内の広域森林組合としては中規模程度（管内民有林面積３万７千ha）

 境界明確化を基盤にした地域森林の集約経営管理が主力事業

 林業機械の積極導入と輸送体制の整備により木材生産を増加

 県森連をセンターとする共同直送出荷で流通効率化

流通効率化（中間土場でのトレーラ等への積み替え）
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目標：ローカルファクトリーから
流通プラントへの変革

• 森林GISによる森林管理
• ICT機器を活用した情報管理
• IoT情報共有による流通効率化

情報連携による全体最適化（大ロット形成・林材業連携）

林業サプライチェンマネジメントシステムの構築
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 資源量把握

⇒「どこに､何が､どの位」あるのか？

 収穫計画

⇒「どこで,何を,どの位」収穫するのか？

 生産管理（生産状況と収穫情報の可視化）

⇒「いつ」手に入るのか？

流通の最上流

川上側の情報不足解消が課題

森林をスマート流通倉庫へ

森林GISによる情報管理で解消 4



森林GISは森林経営・管理のエンジン

• 所有情報（誰が、どこに）
• 森林情報（どこに、何が、どの位）
• 地理情報（地形、路網）

必要な情報

• 森林簿（所有情報、森林情報）
• 計画図（森林簿相対の配置図）
• 地形図

現状の情報
• 入手は簡単
• 精度が低い
• デジタルデータではない
（紙でなくなっただけ）

森林GIS（地理情報システム）

情報の高精度化、デジタルデータベース化の必要性

• 情報を燃料に動くエンジン
• 位置情報、空間データ、数値情報を管理・集計
• 視覚的に表示して高度分析を可能にする技術
• 操作は人間、将来はAIに代わる？

• 情報集積により記憶、経験値の代替となる
• 北信州森林組合では必須の森林管理ツール

5



• 地域森林経営の基盤
• ICT活用の源泉

境界明確化調査により
森林所有情報をデジタルデータ化

• 実測所有界を公共座標でデジタルデータ化
• 所有者情報および森林現況を同期管理
• 経営集約化（作業ロット形成）に活用

• 北信州森組合は管内6千haを保有
• 地籍調査成果のインポート可能（北信州はデータ無し）
• 調査コストが膨大（技術革新による省力化が必要）
• 登記等の台帳情報の入手が困難（林地台帳制度に期待）

所有情報管理

計画図に実測図をレイヤ

位置情報はじめ､同期する森林簿の所有者、樹種情報も不一致

空中写真に境界実測図をレイヤ

所有境界と樹種等の森林現況の俯瞰的管理が可能となった 6



 地形図や空中写真では判読できない地理情報が赤色立体図（右）では一目瞭然

 地物､既存路網､地形リスクの事前把握により境界確認などの調査コストが縮減

高精度地形情報
航空レーザ計測データの活用

 数値標高モデルの活用（森林作業道の半自動設計など）

 微地形図（赤色立体図等）による地理情報の視覚的把握

作業拠点が一定でない林業にとって重要な情報

技術協力：アジア航測（株）
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森林ＧＩＳ機能で林小班､所有ポリゴンから森林資源量を抽出

● ・・・立木単点（≒樹頂点）

樹種、樹高、胸高直径、材積などを内包

「どこで、何が、どの位」収穫計画策定で実用

 位置情報を有した単木レベルの森林資源情報を可視化

 広域かつ高精度にストックを数値化（森林の倉庫機能を棚卸）

 平準的な情報取得（個人差が発生しない、経験値に左右されない）

 調査、設計コストの縮減

高精度森林資源情報
航空レーザ計測データの活用

技術協力：アジア航測（株）
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レーザ計測による精密収穫設計
信州大学との連携研究

・50点/㎡のレーザ照射（ALSより高精度）
・飛行高度50〜100ｍから撮影（高解像度画像）
・10〜15㌶/日の計測が可能（機動力が高い）

レーザスキャナー搭載ドローン

 収穫設計（作業前）

レーザデータと画像の併用で精密
樹冠を作成

・伐採計画（選木）の半自動化

・位置情報によりナビゲート
（現在の位置情報精度では困難）

 収穫確認（作業後）

・森林資源情報の更新管理

（ビッグデータ）

・収穫設計、伐採作業の省力化

・収穫量の安定化

ドローン撮影したカラマツ樹冠

作業前

作業後

（課題）

・QZSS（みちびき）の運用と対応受信機の普及

（期待）

・AIの導入で自動化
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データ運用の課題

森林クラウドシステム

• 林地台帳（公図、登記と同期）
• 路網データ、地位、リスクレベル

• 所有界座標値（境界明確化、地籍調査）

• 高精度地形図（レーザデータ解析）
• 単木レベル森林資源情報（レーザデータ解析）

• 空中写真（航空、衛星ALOS２？）

• 導入コスト
• 鮮度の維持（更新コスト）
• 膨大なデータ容量
• 事業体レベルでは維持不可能

スマート林業実装に必要なデータ 課題

Big Dataセンター

インフラとして集中整備・定期更新、オープンデータ化に期待

• 素材生産実績（単幹レベル）
• 伐採（作業）履歴
• 更新データ etc

ビッグデータの形成
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 フォワーダ積込時にデータ入力,送信

＊ペーパーレス化、スピーディな情報発信

 現場・所有者・納品先別にデータ管理

 事務所のホストPCから現場担当のPCに転送
（データベースシステムに移行予定）

ICT機器を使用した収穫作業の情報化

スマホアプリで収穫情報管理

 物流コントロール

 需給マッチング

 出来高管理の省力化

複数現場の情報を統合管理

さらなる省力化のためスマホ画像自
動検知を追加開発中技術協力：（株）ジツタ 11



IoTハーベスタによる伐採ナビゲーションと情報通信
信州大学との連携研究

搭載GISで対象木までナビゲーション技術協力：コマツ

 データ標準（Stan ForD）の運用実証

 ワークオーダー（造材指示）、収穫情報のIoT処理

 伐採ナビゲーション

ワークオーダー（採材指示）、生産レポートをＩｏＴ管理
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素材生産者

素材需要者

IoTハーベスタ
内蔵OSによる統合管理

ワーク
オーダー

生産情報

LS情報とICTによる流通の統合管理
木材情報ダッシュボード（SCMシステム）の構築

発注情報
需給情報管理

ドローンLS等による生産計画

航空レーザ計測によるゾーニング（資源量把握）

モバイルツー
ルによるナビ
ゲーション

モバイルツールに
よる生産管理

物流コントロール

進捗状況

城合 ㎥ ｔ

スギ 50 40

カラマツ 0 0

アカマツ 0 0

計 50 40

古出 ㎥ ｔ

スギ 200 175

カラマツ 0 0

アカマツ 0 0

計 100 80

赤坂中間土場 ㎥ ｔ

スギ 550 440

カラマツ 100 85

アカマツ 0 0

計 650 525

樹種別

焼前 ㎥ ｔ

スギ 110 80

カラマツ 10 8

アカマツ 0 0

計 100 88

中ノ久保 ㎥ ｔ

スギ 80 75

カラマツ 20 17

アカマツ 0 0

計 70 55

石屋敷 ㎥ ｔ

スギ 60 50

カラマツ 20 17

アカマツ 0 0

計 80 65

牛首 ㎥ ｔ

スギ 50 40

カラマツ 50 43

アカマツ 0 0

計 100 80

土場別在庫量【赤坂地区】

木材情報ダッシュボード
（共有データベース）

技術協力：富士通ＦＩＰ（株）

森林クラウドシステム

情報接続
JAPAN Power

NAGANO Power
将来的には
AI で需給、
物流を管理

柔軟な収穫計画

客観的な基盤情報

的確な収穫管理

スピーディかつクリアな情報発信

タイムリーな情報共有

「いつ・どこで・何が」
ビッグデータの蓄積
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